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�q�­�”�Ò�ç�w�¦�õ�›�æ�l�h�w�p�|�\�w�4	.�»�Ä�w�“�A�›�C���b�”�}“Binh Bridge”, located in Haiphong City, Vietnam, is a cable-stayed bridge with composite girders that was completed 

in 2005. In July 2010, parts of the main girder and several stay cables of the bridge suffered serious damage after three ships washed away by typhoon No. 

             

第 図　衝 突 状 喜

　Gii hiiin

第 図　損 傷 状 喜

　Ci iBh
aiTf
<00.5
eiiBa









74 IHI 技報　Vol.53  No.1 ( 2013 )

を配置した．第 13図に足場と TBトラスの設置状況を示す．
4. 3. 2　水平補剛材設置

損傷部の腹板を切断すると，残置された側の腹板が自由
端になり，損傷腹板の切断によって開放された応力が，残
置された腹板の自由端琶に側た放さが，腹板がた部腹残

懸懸懸懸懸懸 懸懸懸が海懸懸懸が海懸懸 懸懸懸懸懸懸残

が，腹板の自由端になに琶が，水平補剛材をがな材補残
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4. 3. 5　主桁主栗栗 主
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6. 2　解析モデル

解析モデルは斜張橋全体の三次元骨組モデルに，TB ト
ラス部材を組み込んだモデルを作成し，施工ステップごと
に変動荷重を追跡する逐次解析を行って，断面力を足し合
わせて評価した．



79IHI 技報　Vol.53  No.1 ( 2013 )

桁面外方向に変形していた下フランジを切断すると，残0と，桁面外変形にいる残 い謜 にに だ


